
(2)薬草混合物アムリット４とアムリット５がヒトのＬＤＬの酸化しやすさに及ぼす影響 
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●要約 

低比重リポ蛋白（ＬＤＬ）の酸化物化は、アテローム性動脈硬化の病因の中心的な役割を演じている。本研究では、

臨床環境におけるアムリット 4 およびアムリット５の生体内の抗酸化作用とともに、アムリット 4 の試験管内の抗

酸化特性を調査した。アムリット 4 の水性およびアルコール性抽出物はいずれも、その濃度に応じた程度に、内皮

細胞（ＥＣ）および大豆リポキシゲナーゼ（ＳＬＰ）で誘発されるＬＤＬの酸化物化を抑制した。ＥＣおよびＳＬ

Ｐで誘発されるＬＤＬの酸化物化を５０％抑制する濃度（マイクログラム／ｍＬ）は、水性抽出物ではそれぞれ１

５０．０＋／－１０．０および４８８．３＋／－４１．９、アルコール性抽出物ではそれぞれ６９．３＋／－８．

１および１２８．３＋／－１８．９であった。試験管内のＬＤＬをアムリット 4 で前処置した場合、Ｃｕ＋２を触

媒とした酸化物化に対するＬＤＬの抵抗力が高まった。水性およびアルコール性抽出物はいずれも、その濃度に応

じて、フリーラジカルの発生を抑制した。ＩＣ５０は、水性抽出物では１６．３５＋／－４．２７、アルコール性

抽出物では３．６４＋／－１．２４であった。両方の抽出物を添加した場合、相乗作用が認められた。アムリット 4

およびアムリット５を摂取した高脂血症患者では、Ｃｕ＋２およびＥＣで誘発されるＬＤＬの酸化物化に対する抵

抗力が高まった。以上の結果は、アムリット 4 およびアムリット５にはＬＤＬを酸化から保護する効果があり、ア

テローム性動脈硬化の予防および治療に有効であることを示唆している。 

 

図－１ａ 

ＴＢＡＲＳ（ｎモル ＭＤＡ／ｍｇ ＬＤＬ タンパク質） 

濃度（μｇ／ｍＬ） 

ＬＤＬ＋ＥＣ＋アムリット 4の水性抽出物 

 

ＬＤＬ＋ＥＣ＋アムリット 4のアルコール性抽出物 

 

 

図－１ｂ 

ＴＢＡＲＳ（ｎモル ＭＤＡ／ｍｇ ＬＤＬ タンパク質） 

濃度（μｇ／ｍＬ） 

ＬＤＬ＋リポキシゲナーゼ＋アムリット 4の水性抽出物 

ＬＤＬ＋リポキシゲナーゼ＋アムリット 4のアルコール性抽出物 

 



アムリット 4 の水性およびアルコール性抽出物が、内皮細胞（ＥＣ）で誘発されるＬＤＬの酸化物化（図１ａ）お

よび大豆リポキシゲナーゼ（ＳＬＰ）で誘発されるＬＤＬの酸化物化（図１ｂ）に対して及ぼす影響。ＥＣまたは

２０ｍｇ／ｍＬのＳＬＰを添加した場合としない場合、アムリット 4 の水性またはアルコール性抽出物をさまざま

な濃度で添加した場合としない場合について、空気９５％、ＣＯ２ ５％、３７℃の湿度の高い環境で、ＬＤＬ（２

００μｇ ＬＤＬ タンパク）の培養を行った。チオバビツール酸反応物質（ＴＢＡＲＳ）を測定することにより、

ＬＤＬの酸化物化の程度を評価した。すべての値は、平均値±標準誤差（対象個数ｎ＝３）で表した。 
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遅延時間（時間） 

銅イオンによる酸化 

ＥＣによる酸化 

処置 

基準 

アムリット 4およびアムリット５による処置の６週間後 

アムリット 4およびアムリット５による処置の１２週間後 

アムリット 4およびアムリット５による処置の１８週間後 

 

アムリット 4 およびアムリット５による高脂血症患者の処置が、Ｃｕ＋２または内皮細胞（ＥＣ）で誘発するＬＤ

Ｌの酸化物化の起こりやすさ（酸化プロセスの遅延時間の測定により評価）に及ぼす影響。アムリット 4 およびア

ムリット５による処置の前、６週間後、１２週間後、および１８週間後に高脂血症患者からＬＤＬを取り出した。

空気９５％、ＣＯ２ ５％、３７℃の湿った環境で、取り出したＬＤＬに２ｍモル／ＬのＣｕ＋２を加えて培養を行

った。０、１、２、３、４、６、８、１０、１２、１４、および２４時間が経過した時点で試料を採取し、０．１

ｍモル／ＬのＥＤＴＡを加えて－８０℃で保存した。ＥＣ誘発のＬＤＬ酸化物化に対する抵抗力も同じ方法で試験

を行ったが、試料の採取は０、３、６、８、１０、１２、１４、および２４時間が経過時点で行った。ＬＤＬの酸

化の程度は、ＴＢＡＲＳの測定により評価した。すべての値は平均値±標準誤差（対象個数ｎ＝４）で表した。 


